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我が国における持続的な発展において，スタートアップ企業に対する期待は年々高まっており，政府
は2022年を「スタートアップ創出元年」と位置付け，特に近年では最先端の科学技術を応用したディー
プテック系スタートアップ企業が果たすべき役割が重要である。ITを活用した従来のテック系スタート
アップ企業と比較して，ディープテック系は，資金調達や設備投資，人的資本の準備等，様々な課題を
抱えている。今回の特集記事では，大学・研究機関のシーズ技術の社会実装，特に化学工学分野におけ
るディープテック系スタートアップ企業の事例や，官民による若手研究者サポート事業を紹介し，シー
ズ技術の事業化を検討している技術者・研究者の課題解決の一助としたい。

（編集担当：熱海良輔）†
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持続的な産業発展の鍵として，スタートアップ企業への

期待がかつてないほど高まっている。その背景は，1980～
90年代に産業を支えてきた大企業の中央研究所が相次い
で縮小・再編されたことにより，基礎研究から応用技術ま
でを一貫して担う場が失われたという構造的な変化に端を
発する。米国では，中央研究所の全盛が終焉した1980年
代から，SBIR（Small Business Innovation Research）制度が
中小企業からのイノベーション創出を支援し，結果，90
年代には多くのベンチャー企業が花開いた。

2010年から2020年の10年間で，アメリカの代表的な
株価指数であるS&P500は3.11倍になっているのに対
し，東証株価指数は1.70倍と経済成長に大きな差が出て
いる 1）。図1には，S&P500をGAFAMとそれ以外（S&P495）

にわけて分析した例を示す 1）。GAFAMを除くと，日本と
米国に差は見られず，90年代以降に大きく成長した企業
が米国経済を牽引していることがわかる。

1999年に開始された日本版SBIRと言われる中小企業技
術革新制度は，SBIRの思想的深淵を理解できなかったが
ために，イノベーション創出に資するよりは，単なる中小
企業支援策に堕することとなったと批判されている 2）。
2021年になってようやく，従来の「中小企業等経営強化
法」から「科学技術・イノベーション創出の活性化に関する
法律」へと根拠法が変更され，新SBIRとしての運用を開始
した。さらに，政府は2022年を「スタートアップ創出元年」
と位置づけ，大学や研究機関に蓄積されたシーズ技術の社
会実装を加速する方針を打ち出した。同年策定されたス

タートアップ育成5か年計画を受け，大学発の起業を支援
するスタートアップ・エコシステム共創プログラムなど
様々な施策が開始された。経団連は2023年に「10X10X」構
想を掲げ，スタートアップへの投資額とユニコーン企業数
をそれぞれ10倍に増やすことを目標としている。この構
想はスタートアップ育成5か年計画と軌を一にし，官民一
体でエコシステムの形成とスタートアップ創出と成功の拡
充を図る動きである。

スタートアップとは，革新的な技術やビジネスモデルを
もとに急成長を志向する組織形態である。ソフトウェアや
インターネットなどIT技術を活用する従来のスタートアッ
プはテックスタートアップと呼ばれる。世界的には，テック
スタートアップの市場が飽和しつつあり，シリコンバレーを
はじめとする先進地域では，先端的な科学技術を核として
根深い社会課題の解決を図るディープテック・スタートアッ
プに資本と人材のシフトが進んでいる。近年，大学等の機
能強化の文脈においても，研究成果の社会実装が強調され
るようになり，社会実装を加速する重要な手段の一つとし
てスタートアップが位置づけられている。ディープテック・
スタートアップは長期間の研究開発や多額の設備投資を要
し，事業化までのリードタイムが長いことから，テックスター
トアップにはない固有の困難を抱える。とりわけ，成功モ
デルそのものが世界的に未確立である点も見逃せない。

本稿では，ディープテック・スタートアップについて概
説するとともに，国内の動向と課題，化学工学分野が果た
すべき役割について展望する。
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図1　�日本と米国における2010年から2020年の株式市場のパ
フォーマンスの推移1）
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